
No. 項目 ご意見の概要 調査会の考え方（案）

1
基本的

施策

第10条⑵［改正後；第10条⑶］中、「市町村」を「市町

村長並びに市町村教育委員会及び関係者」とする。

【理由】安曇野市・佐久市・川上村など県下の市町村が

実施している「フッ化物洗口」は、虫歯予防に大きな効

果が出ています。今後更に県下全域に推進を図るため

に、実施主体を明確に条例に示した方が推進をより図ら

れることと思います。

なお、県議会が改正案で特に強調されています「オーラ

ルフレイル対策」等の健康状態の改善に、「フッ化物洗

口」「フッ化物塗布」は有効であることが報告されてい

ます。だからこそ、推進しやすくするためにも実施主体

を明確にすることが求められます。

【「市町村」の記載について】

・第10条の基本的施策全体の実施主体である

「県」に対応する自治体として「市町村」と

規定しています。

2
基本的

施策

第10条⑵［改正後；第10条⑶］中、「市町村が」を「市

町村、教育委員会および教育施設などが」とし、次の１

号を加える。

「幼児、児童及び生徒によるフッ化物洗口の推進に関す

ること。」

【理由】現行第10条⑵に「フッ化物応用等」として含ま

れていた、集団フッ化物洗口の項目を秋田県のように独

立させました。現在、県内の私立幼稚園では、保護者の

負担で集団フッ化物洗口を行っているところもありま

す。県は、公立学校・公立保育園以外での集団フッ化物

洗口も支援していたけると有り難いです。

【「市町村」の記載について】

・第10条の基本的施策全体の実施主体である

「県」に対応する自治体として「市町村」と

規定しています。

【フッ化物洗口の項目について】

・本県においては、市町村の実情に応じて、

フッ化物洗口をはじめ、フッ化物歯面塗布、

フッ化物配合歯磨剤の使用など、フッ化物を

利用したむし歯の予防対策を広く推進するこ

とが重要であるという観点から、「フッ化物

応用」と明記しています。
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